
 

                                   

                                   

 

                   

 

     

        

 
 

 

 

２０２１年１月５日 
２２５０号 

 

憲法 9条をもつ戦争被爆国としての平和創造をすすめよう  京都平和委員会理事長 片岡 明 

ある学習会で司会の方から「台湾有事で火の海になるどころか政権が火だるまになっている」と。現状をう

まくまとめていると思います。軍拡・増税・改憲の路線をすすめる一方で、統一協会や様々な疑惑につつまれ、

果ては首相が「パーティーめがね」とまであだ名をつけられた自民党政治は終焉を迎えるのか、いや終わらさ

ねばなりません。 

 

 残念なことに世界では、ウクライナでもパレスチナでも殺し合いが続いています。「支援疲れ」とか「えん戦

気分」もみられますが、国際社会が一致して停戦・休戦を求める機運があることを確信することが大切です。「核

兵器禁止条約第 2 回締約国会議宣言」では「われわれは、現在および将来の世代のために、核兵器のない世界

を実現するために、不断の努力を惜しまない。われわれは、いかなる状況下においても、核兵器が再び使用さ

れたり、実験されること、あるいは使用の威嚇を受けることがないようにすることを約束し、核兵器が完全に

廃絶されるまで、たゆまぬ努力をすることを誓約する。」と力強く歩む決意が示されています。 

 

日本国憲法は「全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を有する」と認

めており、「国を守る」「攻められたらどうする」を超えた普遍性をもっています。戦争被爆国でこうした憲法

を持つ国が、軍事同盟に加担するのではなく、核兵器禁止条約に加入し、包摂的な集団安全保障の体制へ転換

していくことが必要です。そして戦争責任と戦後補償、武器輸出と海外派兵の禁止などの原則を堅持すること

で、国際社会での信頼を取り戻していくことが求められています。 

 

身近なところでは経ヶ岬の米軍基地を中心に北部の基地が強化され、南部の基地でも「強靭化」「継戦能力」「重

要土地等調査法」など軍事的強化が図られています。オスプレイや自衛隊機の飛行もみられ、安全安心を脅か

されています。「戦争協力をおこなわない」自治体づくりも戦争をとめる力となります。 
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世界で戦禍が続くなか、非核・平和の日本の実現に向け、 

今年こそ京都から戦争を止める力を構築しましょう！ 

2023 年 10月 24 日の国連創立記念日、核兵器禁止条約の日本政府参加を市民にアピール(京都原水協通信No43 より) 

1950 年 12月 16日第三種郵便物認可 

1部140円月額470円(郵便料金月額126円) 



京
都
平
和
委
員
会
は
１２
月

２
日
、
点
在
の
会
員
さ
ん
に
も

よ
び
か
け
て
、「
京
都
の
『
い

ま
』
を
考
え
よ
う
～
『
敵
基
地

攻
撃
の
大
軍
拡
』
の
な
か
で
」

を
テ
ー
マ
に
、
片
岡
理
事
長
を

講
師
に
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

今
回
の
学
習
会
は
、
大
軍

拡
・
戦
争
国
家
づ
く
り
問
題
で

は
、
地
域
平
和
委
員
会
は
活
発

に
学
習
活
動
を
し
て
い
ま
す

が
、
京
都
平
和
委
員
会
主
催
の

学
習
会
は
十
分
に
で
き
て
い

な
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
組
織
に
属
さ
ず
、
新

聞
の
直
送
だ
け
で
つ
な
が
っ

て
い
る
会
員
、
読
者
の
方
も
多

く
、
平
和
新
聞
京
都
版
以
外
の

働
き
か
け
も
十
分
で
は
な
い

た
め
、
そ
れ
が
退
会
の
原
因
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
、
常
任

理
事
会

L
IN

E

に
提
案
が
発

せ
ら
れ
、
今
回
の
学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。
日
程
的
に
は
他
の

団
体
の
取
り
組
み
な
ど
も
あ

っ
て
厳
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

初
め
て
の
方
も
含
め
て
、
会
場
、

オ
ン
ラ
イ
ン
あ
わ
せ
て
２２
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

学
習
会
で
は
、
京
都
の
米
軍

基
地
と
自
衛
隊
基
地
と
自
衛

隊
基
地
が
互
い
に
絡
み
合
い

な
が
ら
「
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル

防
衛(IA

M
D

)

」
と
い
う
名
前

で
展
開
し
て
い
る
軍
事
作
戦

の
実
態
に
つ
い
て
詳
し
く
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
舞
鶴
平
和
委
員
会
か
ら

舞
鶴
で
の
基
地
強
化
の
実
態
、

福
知
山
平
和
委
員
会
か
ら
は

日
本
平
和
大
会
に
参
加
し
た

足
立
直
さ
ん
か
ら
大
会
参
加

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
戦
争

準
備
で
は
な
く
平
和
の
準
備

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
協

調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

学
習
会
終
了
後
、
阪
急
西
院

駅
前
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
で

「
今
す
ぐ
停
戦
を
」
と
の
宣
伝

行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

こ
れ
に
先
立
ち
、
京
都
平
和
常

任
理
事
会
は
、
日
本
政 

府
に

対
し
て
「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ

ス
双
方
の
武
力
行
使
に
反
対

し
、
即
時
停
戦
と
対
話
に
よ
る

平
和
的
解
決
に
向
け
て
働
き

か
け
を
強
め
る
こ
と
を
日
本

政
府
に
求 

め
ま
す
。」
と
の
要

請
文
を
確
認
し
て
い
ま
す
。 

 

 

11
月
11
日
（
土
）
・
12
日

（
日
）
に
鹿
児
島
で
開
催
さ
れ

た
日
本
平
和
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
学
び
と
交

流
の
つ
ど
い
「
日
中
と
琉
球
の

歴
史
か
ら
台
湾
問
題
を
考
え

る
集
い
」
と
分
科
会
「
歴
史
認

識
問
題
、
次
世
代
に
ど
う
戦
争

を
伝
え
て
い
く
の
か
」
を
中
心

に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。(

中
略) 

飯
田
光
徳
氏
（
日
朝
協
会
）

の
お
話
か
ら
は
、「
過
去

5
0
0

年
間
の
北
東
ア
ジ
ア
の
国
々

の
間
で
起
き
た
戦
争
14
の
う

ち
、
日
本
が
仕
掛
け
た
、
か
ら

ん
で
い
る
も
の
が
１２
あ
り
、

日
本
さ
え
お
と
な
し
く
し
て

い
れ
ば
北
東
ア
ジ
ア
は
平
和
、

ゆ
え
に
ア
ジ
ア
の
民
衆
は
憲

法
9
条
に
熱
い
ま
な
ざ

し
を
注
い
で
い
る
」
と
い
う
点

で
す
。 

 

お
話
を
聞
い
て
、
頭
の
中
を

整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う

な
こ
と
に
行
き
つ
き
ま
し
た
。 

①
軍
事
同
盟
を
解
消
さ
せ
、
国

連
を
中
心
に
世
界
の
世
論
を

示
す
様
々
な
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
。 

②
国
民
レ
ベ
ル
の
平
和
友
好

運
動
を
大
い
に
進
め
る
こ
と

が
平
和
構
築
に
と
っ
て
大
切
。 

③
日
本
国
憲
法
９
条
を
堅
持

す
る
こ
と
は
ア
ジ
ア
、
世
界
の

平
和
に
と
っ
て
大
き
な
意
味

が
あ
る
。 

 

こ
の
３
点
は
、
平
和
委
員
会

の
活
動
の
中
で
こ
そ
進
め
る

課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
で
き
る
こ
と
を
少

し
ず
つ
で
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

日
本
政
府
に
対
話
に
よ
る 

平
和
的
解
決
を
求
め
る 

街
頭
宣
伝
行
動
を
実
施
！ 

京
都
平
和
委
員
会
が 

戦
争
国
家
づ
く
り
を
告
発
す
る
学
習
会
を
開
催
！ 

イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
で
も
宣
伝
行
動
で 

日
本
政
府
に
停
戦
を
ア
ピ
ー
ル(

12/2)

！ 

 

【京都平和委員会新入会員のご紹介】 

山根あさこさん(伊根町) 

伊根町の山根あさこです。事務局長の川上さんとは以前職場が一緒だったこともあ

り、平和新聞を勧められて、断る理由もないので読ませてもらうことになりました。

毎日、目の前の課題に追いかけられている中、送られてくる平和新聞に「ああ、そ

うそう、このことも考えて取り組まんといかんなあ」と活動のヒントをもらったり、

さらにプレッシャーをかけられたり、まあ、どちらにしても平和新聞から刺激をも

らっています。ありがとうございます。先日、高齢者のくらしを考える北部交流集

会があり、第二部の動く分科会で、久しぶりに経ケ岬 

の X バンドレーダー基地を視察しました。由緒ある 

穴文殊を挟んで徐々に拡張している米軍と自衛隊の 

基地。規模としてはそれほど大きくはないと思い 

ますが、目立たず、静かに戦争する準備を整えて 

いる不気味さを感じました。地元の会の皆さんの 

地道な活動に頭が下がります。学んで、声を上げて 

いくことでしか平和は守れないと思いました。 

２
０
２
３
年
日
本
平
和
大
会

に
参
加
し
て 

清
水
郁
子 

立
命
館
平
和
の
会 

 
 

学習会の状況(12/2、ラボール京都) 

学習会後の宣伝行動で停戦を訴える参加者 

閉会集会での清水さん(中央) 


